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１
．増
大
す
る
職
場
の
ス
ト
レ
ス 

 

労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
政
府
の
研
究
機

関
で
あ
る
国
立
労
働
安
全
衛
生
研
究
所
（T-

he N
ational Institute for O

ccupational 
Safety and H

ealth : N
IO
SH

）
の
ま
と
め

に
よ
る
と
、
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
に
起
因
す

る
職
務
遂
行
上
の
弊
害
に
つ
い
て
、
①
職
場

の
暴
力
の
顕
在
化
、
②
欠
勤
の
急
増
、
③
雇

用
不
安
の
急
増
―
の
傾
向
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

同
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
①
の
職
場
暴
力

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
は
先
進
国

の
中
で
も
職
場
内
の
凶
悪
犯
罪
発
生
率
が
最

も
高
い
。
平
均
で
毎
週
二
〇
件
の
殺
人
事
件

が
起
き
、
ま
た
、
性
的
暴
力
等
の
凶
悪
犯
罪

も
、
平
均
し
て
一
週
間
に
一
〇
〇
万
件
起
き

る
な
ど
、
年
々
職
場
暴
力
が
凶
悪
化
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。 

　
②
の
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
と
欠
勤
に
つ
い

て
は
三
〇
〇
社
以
上
、
八
〇
万
人
を
対
象
に

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
体
調
不
良
を
理
由

に
欠
勤
し
た
従
業
員
の
数
は
一
九
九
六
年
か

ら
二
〇
〇
〇
年
の
間
に
三
倍
も
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
欠
勤
す
る
労
働
者

は
毎
日
一
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
。 

　
③
の
雇
用
不
安
に
起
因
す
る
ス
ト
レ
ス
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
の
調

査
で
は
、
約
五
〇
％
の
従
業
員
が
雇
用
に
関

し
て
不
安
を
覚
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た

調
査
結
果
で
は
、
二
〇
〇
一
年
に
一
〇
〇
万

人
以
上
の
労
働
者
が
職
を
失
い
、
そ
の
数
は

前
年
合
計
よ
り
八
三
％
高
く
な
っ
て
い
る
。 

 

ス
ト
レ
ス
が
増
大
す
る
背
景
の
一
つ
と
し

て
、
同
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
労
働
時
間
の
長
期

化
・
労
働
の
強
化
を
挙
げ
て
い
る
。
一
九
九

九
年
の
政
府
報
告
に
よ
る
と
、
過
去
一
〇
年

間
で
労
働
時
間
が
八
％
増
え
、
週
四
七
時
間

か
ら
四
九
時
間
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
二
〇

〇
〇
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
一
〇
年
前
に

比
べ
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
の
労
働
時
間
は
四

〇
時
間
も
増
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。 

   

２
．ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場
づ
く
り
の
た

め
の
行
政
支
援
〜
ア
ル
コ
ー
ル
と
麻
薬
・

覚
せ
い
剤
の
職
場
か
ら
の
追
放 

 

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
や
、
麻
薬

な
ど
の
薬
物
に
手
を
染
め
る
従
業
員
の
安
全

と
健
康
を
守
る
た
め
、
労
働
省
は
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
そ
の
支
援
策
を
展
開
し
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
の
経
済
に
対
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
や

薬
物
が
も
た
ら
す
被
害
は
、
欠
勤
、
事
故
、

業
務
上
の
ミ
ス
な
ど
多
岐
に
渡
る
ほ
か
、
モ

ラ
ー
ル
の
低
下
な
ど
の
悪
影
響
を
招
く
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
労
働
省
に

よ
る
と
、
一
二
三
〇
万
人
い
る
成
人
の
ア
ル

コ
ー
ル
や
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
中
毒
者
の
実

に
七
七
％
に
当
た
る
九
四
〇
万
人
が
職
に
就

い
て
い
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
し
て
い
え
ば
、

フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
六
・
二
％
は
中
毒
患

者
で
あ
る
。 

 

労
働
省
は
、
薬
物
乱
用
に
関
す
る
情
報
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
備
え
、
企
業
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
応
じ
て
、
企
業
で
利
用
可
能
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
各
種
調
査
報
告
書
、
研
修
資
料
、

法
的
措
置
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
な
ど

の
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
そ
の
解
消

に
努
め
て
い
る
。
労
働
省
の
サ
イ
ト（http:// 

w
w
w
.dol.gov/w

orkingpartners/w
elco 

m
e.htm

l

）
で
は
、
企
業
が
従
業
員
に
周
知

す
べ
き
情
報
や
、
違
反
が
あ
っ
た
場
合
の
懲

罰
に
関
す
る
説
明
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
麻
薬
中

毒
者
の
発
見
方
法
に
つ
い
て
、
監
督
者
向
け

の
研
修
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
一
九

八
八
年
に
は
、
職
場
の
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

追
放
に
関
す
る
法（D

rug-Free W
orkplace 

Act of 1988

）が
定
め
ら
れ
、
連
邦
政
府
へ
納

品
業
者
と
し
て
登
録
す
る
な
ど
の
際
の
条
件

と
し
て
、
企
業
は
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
な
い
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組
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職
場
環
境
を
保
証
す
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。 

   
３
．ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
の 

　
　 
具
体
的
な
措
置 

 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
組
織
行
動
訓
練
コ

ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
会
社
ワ
イ
ザ
ー
・
ウ
ェ
イ
・

ト
ゥ
ー
・
ワ
ー
ク
社
、
お
よ
び
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
州
の
研
修
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
ト
フ
・

オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
の
仕
事
と
ス
ト
レ

ス
に
関
す
る
各
専
門
家
は
、
ス
ト
レ
ス
軽
減

の
た
め
に
有
効
な
措
置
と
し
て
次
の
よ
う
な

指
摘
を
し
て
い
る
。 

○
監
督
者
、
安
全
管
理
者
、
人
事
担
当
役
員

が
従
業
員
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
よ
い
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と 

○
仕
事
の
業
績
の
低
下
、
気
分
の
変
化
、
い

ら
だ
ち
、
個
人
的
習
慣
の
変
化
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
兆
候
を
、
事
業

者
も
認
識
で
き
る
よ
う
訓
練
を
受
け
る
こ
と 

○
監
督
者
が
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
兆
候
に
気

づ
い
た
と
き
、
従
業
員
が
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と 

○
従
業
員
に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
す
る
こ
と 

 

冒
頭
に
紹
介
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
の
報
告
に

よ
る
と
、
増
大
す
る
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
策
を

適
切
に
行
い
、
従
業
員
の
健
康
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
生
産
性
の
向
上
、
従

業
員
が
創
造
的
な
仕
事
に
取
り
組
む
た
め
の

意
欲
の
増
進
、
医
療
費
の
削
減
と
い
っ
た
効

果
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
る
。
デ
ラ
ウ
ェ
ア

州
に
本
拠
地
を
置
く
世
界
的
な
製
造
販
売
会

社
で
あ
る
デ
ュ
ポ
ン
社
は
従
業
員
の
健
康
に

配
慮
し
て
い
る
会
社
の
一
つ
で
あ
る
。
同
社

で
は
減
量
、
栄
養
、
禁
煙
ク
ラ
ス
か
ら
ヨ
ガ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
心
臓
系
健
康
ク
ラ
ス
な
ど
約

七
〇
種
類
の
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

お
り
、
従
業
員
は
休
憩
時
間
の
み
な
ら
ず
勤

務
時
間
内
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

増
大
す
る
ス
ト
レ
ス
を
背
景
に
、
企
業
に

よ
る
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
健
康
的
で
ス
ト
レ
ス
の
少

な
い
職
場
、
生
産
性
の
高
い
職
場
が
求
め
ら

れ
る
な
か
、
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
の
調
査
は
そ
の
要

件
と
し
て
、
①
良
好
な
成
果
を
お
さ
め
た
従

業
員
を
評
価
す
る
、
②
従
業
員
に
キ
ャ
リ
ア

開
発
の
機
会
を
付
与
す
る
、
③
個
人
の
労
働

者
を
尊
重
す
る
企
業
風
土
、
④
企
業
の
価
値

と
一
致
し
た
管
理
活
動
―
―
が
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
よ
り
多
く
の
企
業

に
お
い
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

【
参
考
】 

委
託
調
査
員
レ
ポ
ー
ト
、
国
立
労
働
安
全
衛
生
研
究

所
レ
ポ
ー
ト
「
職
場
の
ス
ト
レ
ス
」w

w
w
.cdc.gov 

/niosh/stressw
k.h, 

ア
メ
リ
カ
ス
ト
レ
ス
研
究
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w
.stress.org 

 

（
国
際
研
究
部
　
吉
原
夕
紀
子
） 

 

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
、
労
働
者
の
安
全

衛
生
を
確
保
す
る
た
め
の
各
種
措
置
を
導
入

し
、
職
業
性
ス
ト
レ
ス（w

ork-related stress

）

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
欧
州
生
活

労
働
条
件
改
善
財
団
の
二
〇
〇
〇
年
の
調
査

に
よ
る
と
、
欧
州
就
業
者
の
二
八
％
が
職
業

性
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

欧
州
安
全
衛
生
機
構
の
調
査
で
は
、
欠
勤
の

五
〇
〜
六
〇
％
が
職
業
性
ス
ト
レ
ス
に
関
係

し
、
心
疾
患
の
う
ち
、
男
性
一
六
％
、
女
性

二
二
％
の
原
因
が
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
と
い
う
。 

　
職
業
性
ス
ト
レ
ス
と
は
、
労
働
環
境
の
要

求
が
従
業
員
の
対
応
能
力
（
ま
た
は
管
理
能

力
）
を
超
え
た
場
合
に
経
験
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
職
業
上
の

要
因
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
者
が
一
致

し
た
見
解
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
一
〇
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
示
し

た
の
が
表
１
で
あ
る
。 

 

Ｅ
Ｕ
は
一
九
八
九
年
、
「
労
働
安
全
衛
生

の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
の
導
入
に

関
す
る
理
事
会
指
令
」
を
採
択
し
た
（
こ
れ

は
枠
組
み
指
令
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
各
分
野

の
個
別
指
令
を
採
択
）。
枠
組
み
指
令
は
、

事
業
者
は
「
就
業
上
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
労

働
者
の
安
全
衛
生
を
確
保
す
る
義
務
を
有
す

る
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
一
般
原
則
に
基
づ

い
て
、
事
業
者
は
、
リ
ス
ク
の
回
避
、
リ
ス

ク
発
生
原
因
の
除
去
、
仕
事
の
労
働
者
へ
の

適
合
化
等
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
職
業
性
ス
ト
レ
ス
に
関
し
て
も
、

そ
れ
を
除
去
ま
た
は
削
減
す
る
義
務
を
有
す

る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
指
令
の
内
容
を
自
国

の
法
令
に
取
り
入
れ
て
い
る
。 

　 　
新
た
な
職
場
の
リ
ス
ク
に 

　
対
応
し
た
政
策 

 

欧
州
委
員
会
は
、
職
業
性
ス
ト
レ
ス
を
包

括
的
に
分
析
し
た
「
職
業
性
ス
ト
レ
ス
に
関

す
る
手
引
き
」
を
一
九
九
九
年
に
発
表
し
た
。

手
引
き
は
、
職
業
性
ス
ト
レ
ス
の
原
因
、
症

状
、
影
響
な
ど
に
関
す
る
全
般
的
な
情
報
を

盛
り
込
み
、
職
業
性
ス
ト
レ
ス
の
特
定
に
関

す
る
一
般
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
し
て
い

る
。
国
あ
る
い
は
企
業
レ
ベ
ル
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
実
際
的
な
行
動
枠
組
み

を
提
案
し
、
治
療
よ
り
も
予
防
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。 

 

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
の
ニ
ー
ス
欧
州
理
事

会
で
採
択
さ
れ
た
社
会
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、

職
場
の
健
康
と
安
全
を
実
現
す
る
た
め
の
共

同
体
戦
略
を
策
定
す
る
よ
う
欧
州
委
員
会
に

指
示
し
た
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
職
業
性
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
心
理
社
会
的
性
質
を
含
む
新
し

い
リ
ス
ク
要
因
に
関
す
る
基
準
を
設
定
し
、 
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「
モ
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・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
規
制
を
法
制
化
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優
良
事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
対
処
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
欧
州
委
員
会
は
二
〇
〇

二
年
三
月
、
「
労
働
と
社
会
の
変
化
に
対
す

る
適
応
＝
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
新
た
な

共
同
体
戦
略（
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
六
年
）」

を
発
表
し
た
。
共
同
体
戦
略
は
、
職
場
の
い

じ
め
や
暴
力
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
職
場
に
お

け
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る

た
め
に
Ｅ
Ｕ
の
安
全
衛
生
政
策
を
刷
新
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
労
働
現
場
に
お

け
る
変
化
と
新
た
な
リ
ス
ク
の
出
現
、
と
り

わ
け
社
会
心
理
的
側
面
を
考
慮

し
つ
つ
、
労
働
福
祉
に
対
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

労
働
の
質
の
向
上
、
安
全
で
健

康
的
な
労
働
環
境
の
整
備
を
不

可
欠
な
要
素
と
み
な
し
、
リ
ス

ク
予
防
文
化
の
強
化
と
徹
底
、

さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
手
段
（
立

法
措
置
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
イ

ア
ロ
グ
、
優
良
事
例
の
紹
介
、

企
業
の
社
会
的
責
任
と
経
済
的

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
の
活
用
と

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
の
重
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。 

　
欧
州
安
全
衛
生
機
構
は
二
〇

〇
二
年
一
〇
月
、
職
業
性
ス
ト

レ
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
欧
州
労

働
安
全
週
間
を
Ｅ
Ｕ
全
域
で
実

施
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
同
機
構
は
、
企
業
、
労
働
者
、

安
全
衛
生
専
門
家
が
職
業
性
ス

ト
レ
ス
の
原
因
を
把
握
し
対
処

す
る
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ

ー
ル
と
し
て
、
①
企
業
向
け
ス

ト
レ
ス
減
少
ガ
イ
ド
②
ス
ト
レ
ス
診
断
お
よ

び
対
策
用
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
③
欧
州
の

職
業
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
専
用
ウ
ェ
ッ
ブ
・

サ
イ
ト
―
を
発
表
し
た
。 

   

Ｅ
Ｕ
中
央
労
使
団
体
、 

　
職
業
性
ス
ト
レ
ス
に
関
す 

　
る
労
働
協
約
を
締
結 

 

Ｅ
Ｕ
の
中
央
労
使
団
体
は
二
〇
〇
四
年
一

〇
月
、
職
業
性
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
枠
組
み

協
約
を
締
結
し
た
。
欧
州
労
連（
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）、

欧
州
産
業
経
営
者
連
盟（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）、
欧

州
職
人
中
小
企
業
連
盟（
Ｕ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
）、

欧
州
公
共
企
業
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
）の
四

団
体
は
、
各
構
成
組
織
に
よ
る
協
約
の
履
行

を
約
束
し
た
。
協
約
は
、
使
用
者
、
労
働
者

お
よ
び
労
使
団
体
の
職
業
性
ス
ト
レ
ス
に
関

す
る
知
識
と
理
解
を
促
進
し
、
ス
ト
レ
ス
に

苛
ま
れ
て
い
る
労
働
者
の
兆
候
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
注
意
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。 

 

職
業
性
ス
ト
レ
ス
を
防
止
、
除
去
、
削
減

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
枠
組
み
協
約
は
、

①
企
業
の
目
的
と
個
別
労
働
者
の
役
割
を
明

確
化
し
、
個
人
や
集
団
に
対
す
る
経
営
側
の

十
分
な
支
援
を
確
保
し
、
責
任
と
仕
事
の
統

制
を
合
致
さ
せ
、
労
働
組
織
・
作
業
工
程
・

労
働
条
件
や
労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の

管
理
や
伝
達
の
方
法
②
管
理
職
と
労
働
者
の

ス
ト
レ
ス
と
そ
の
原
因
、
対
処
法
、
変
化
へ

の
適
応
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
訓
練
③
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
各
国
法
制
、

労
働
協
約
や
慣
行
に
基
づ
く
労
働
者
お
よ
び

労
働
者
代
表
組
織
へ
の
情
報
提
供
・
協
議
の

整
備
―
―
を
例
示
し
て
い
る
。
各
団
体
の
構

成
組
織
は
、
協
約
の
履
行
状
況
に
つ
い
て
、

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
グ

委
員
会
に
報
告
す
る
。
同
委
員
会
は
、
毎
年
、

履
行
状
況
の
概
要
を
取
り
ま
と
め
、
協
約
締

結
か
ら
四
年
後
に
包
括
的
な
報
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

　
Ｅ
Ｕ
の
労
働
安
全
衛
生
政
策
は
、
ス
ト
レ

ス
、
う
つ
、
不
安
、
職
場
暴
力
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
新
た
な
職
場
の
リ
ス
ク
に
対
応

し
た
身
体
面
、
モ
ラ
ル
面
、
社
会
的
次
元
を

含
む
労
働
福
祉（w

ell-being

）の
継
続
的
向

上
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
動
態

の
変
化
、
新
し
い
雇
用
形
態
、
職
場
組
織
、

労
働
時
間
、
企
業
規
模
（
中
小
・
零
細
企
業

に
対
す
る
特
別
対
策
）
な
ど
に
配
慮
し
た
施

策
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。 

  

【
参
考
】 

 

国
際
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

欧
州
安
全
衛
生
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

欧
州
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（
国
際
研
究
部
　
大
島
秀
之
） 

　 　
労
働
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
へ
の 

　
関
心
の
高
ま
り 

 

夏
の
ヴ
ァ
カ
ン
ス
や
「
週
三
五
時
間
労
働

制
」（
１
）な
ど
、
「
ゆ
と
り
の
あ
る
働
き
方
」

を
実
践
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
フ
ラ
ン

ス
だ
が
、
最
近
、
労
働
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス

へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
一
九

八
九
年
に
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
国
立
衛
生

医
学
研
究
所
）
が
、
フ
ラ
ン
ス
電
力
・
ガ
ス

会
社
を
対
象
に
、
身
体
的
・
精
神
的
健
康
問

題
に
関
す
る
初
め
て
の
大
規
模
な
調
査
を
実

施
。
一
九
九
一
年
に
は
、
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
（
雇

用
省
調
査
統
計
局
）
が
実
施
す
る
「
労
働
条

件
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
２
）の
中
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に
、
初
め
て
「
労
働
の
精
神
的
負
担
」
に
関

す
る
質
問
が
組
み
込
ま
れ
た
。 

 
労
組
も
ス
ト
レ
ス
に
着
目
。
管
理
職
の
労

組
Ｃ
Ｆ
Ｅ-
Ｃ
Ｇ
Ｃ
（
フ
ラ
ン
ス
幹
部
職
総

同
盟
）（
３
）で
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
か
ら
、

管
理
職
を
対
象
と
し
た
「
ス
ト
レ
ス
・
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
」
と
い
う
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

同
調
査
の
狙
い
は
、
①
管
理
職
が
被
っ
て
い

る
ス
ト
レ
ス
の
影
響
に
つ
い
て
正
確
な
情
報

を
提
供
す
る
調
査
機
関
を
Ｃ
Ｆ
Ｅ-

Ｃ
Ｇ
Ｃ

内
に
設
置
す
る
こ
と
②
こ
の
問
題
に
つ
い
て

公
的
機
関
を
は
じ
め
広
く
一
般
に
認
知
し
て

も
ら
う
こ
と
③
人
々
が
こ
の
問
題
に
関
す
る

議
論
の
場
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

―
―
の
三
点
で
あ
る
。
と
く
に
、
「
職
場
に

お
け
る
ス
ト
レ
ス
の
要
因
」
と
「
ス
ト
レ
ス

が
管
理
職
の
健
康
に
与
え
る
影
響
と
諸
症
状
」

に
焦
点
を
あ
て
て
調
査
し
て
い
る（
４
）。 

   

ス
ト
レ
ス
と「
モ
ラ
ル
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」 

 

こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
要
因
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
モ

ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
言

葉
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
精
神
科
医
マ
リ
ー
＝
フ

ラ
ン
ス
・
イ
ル
ゴ
イ
エ
ン
ヌ

氏
の
研
究
に
よ
り
、
広
く
人
々

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
氏
に
よ
れ
ば
、
「
モ
ラ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
は
、
「
言

葉
や
態
度
に
よ
っ
て
、
巧
妙

に
人
の
心
を
傷
つ
け
る
精
神

的
な
暴
力
」
で
あ
り
、
家
庭

や
職
場
で
日
常
的
に
行
わ
れ

る
「
見
え
な
い
暴
力
」
で
も

あ
る（
５
）。 

 

こ
の
「
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
が
職
場
で
日
常
的

に
行
わ
れ
れ
ば
、
被
害
者
の

受
け
る
ス
ト
レ
ス
は
増
大
し
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
深

刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の

ダ
メ
ー
ジ
は
、
被
害
者
本
人

だ
け
で
な
く
、
会
社
組
織
自

体
に
も
多
大
な
損
失
を
与
え
、

最
終
的
に
は
組
織
を
危
機
的

状
況
へ
と
導
く
こ
と
に
も
な

る
。 

 

企
業
は
、
こ
う
し
た
「
モ

ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を

真
剣
に
考
え
、
予
防
措
置
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
①
組
織
の
幹
部
に
対

す
る
研
修
等
の
予
防
を
行
う
②
何
が
モ
ラ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
主
観
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
こ

の
問
題
に
対
応
す
る
時
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り

の
性
格
を
考
慮
す
る
③
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
進
行
し
て
い
な
い
段

階
で
は
、
調
停
に
よ
る
解
決
を
め
ざ
す
④
モ

ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
重
大
な
被

害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
被
害
者
は
労
働
災

害
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
医
師

や
精
神
科
医
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
整
え

る
⑤
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
法

律
を
つ
く
り
、
こ
の
行
為
が
許
さ
れ
な
い
暴

力
で
あ
る
こ
と
を
示
す
―
―
等
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
と
く
に
、
同
氏
は
、
「
モ
ラ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
被
害
者
を
守
り
、
ま
た

加
害
者
を
罰
す
る
た
め
に
も
、
法
制
化
の
必

要
性
を
強
調
し
て
い
た
。 

   

法
制
化

と
予
防
対
策
が
重
要 

 

こ
う
し
た
な
か
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ス
ト

レ
ス
等
の
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対

す
る
ダ
メ
ー
ジ
を
「
職
業
上
の
第
一
の
リ
ス

ク
」
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
予
防
の
重
要
性

を
論
議
す
る
動
き
が
出
る
と
と
も
に
、
そ
の

要
因
と
な
る
「
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

へ
の
関
心
も
、
さ
ら
に
高
ま
り
を
み
せ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
二
年
一
月
に
公
布
施
行
さ

れ
た
「
労
使
関
係
近
代
化
法
」
に
よ
り
、
①

企
業
内
に
お
け
る
「
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
を
規
制
す
る
条
文
を
導
入
（
労
働
法
Ｌ

一
二
二
―
四
九
条
〜
五
四
条
）（
６
）②
被
用
者

の
身
体
的
健
康
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
精
神
的

健
康
も
含
め
て
健
康
予
防
に
お
け
る
使
用
者

の
責
任
を
拡
大
す
る
（
労
働
法
Ｌ
二
三
〇
―

二
―
一
条
）
―
―
と
い
う
労
働
法
の
改
正
が

行
わ
れ
た
。
同
時
に
、
刑
法
に
も
罰
則
規
定

が
設
け
ら
れ
た（
刑
法
二
二
二
―
三
三
―
二
条
）。 

 

し
か
し
、
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
全
て
の

問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
労
働
者

が
被
害
を
受
け
て
か
ら
で
は
遅
く
、
ま
ず
は

予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
企
業

は
、
「
社
員
を
大
切
に
し
、
社
員
が
満
足
し

て
働
け
る
企
業
で
あ
れ
ば
、
社
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
り
、
生
産
性
も
向
上
す
る
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
「
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
の
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
企
業
だ
け
で
な
く
、

社
会
全
体
、
そ
し
て
個
々
人
で
も
、
こ
の
問

題
を
身
近
な
問
題
と
し
て
認
識
し
、
予
防
策

を
考
え
る
姿
勢
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

法
律
を
制
定
す
る
な
ど
、
労
働
者
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
問
題
へ
の
取
組
が
進

ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
だ
が
、

そ
の
取
り
組
み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

し
か
し
、
「
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と

い
う
言
葉
だ
け
が
一
人
歩
き
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
原
因
の
解
明
と
対
処
、
さ
ら
に
は

予
防
措
置
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、

今
後
の
成
果
も
含
め
て
注
目
さ
れ
る
。 

  

〔
注
〕 

 

１
． 

失
業
率
や
経
済
状
況
の
悪
化
を
背
景
に
、

「
週
三
五
時
間
労
働
法
」
は
見
直
し
が
す
す
め
ら
れ
、

二
〇
〇
五
年
三
月
二
二
日
に
「
時
短
緩
和
法
」
が
成

立
、
時
間
外
労
働
の
上
限
が
年
間
一
八
〇
時
間
か
ら

二
二
〇
時
間
に
ひ
き
あ
げ
ら
れ
た
。 

 

２
． 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
就
労
者
を
対
象
に
し

た
「
労
働
条
件
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
第

一
回
目
は
一
九
八
四
年
に
実
施
。
一
九
九
一
年
調
査

は
、
第
三
回
目
に
あ
た
る
。
な
お
、
一
九
九
八
年
の

第
四
回
目
調
査
で
は
、
労
働
の
精
神
的
負
担
に
関
す

る
質
問
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。 

 

３
． 

フ
ラ
ン
ス
五
大
労
組
の
ひ
と
つ
。
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
管
理
職
な
ど
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
を
中
心

と
し
、
他
の
四
労
組
と
は
異
な
り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

背
景
を
持
た
ず
、
現
実
主
義
の
運
動
に
徹
し
た
組
織
。 



ドイツ 
「
労
働
と
ス
ト
レ
ス
」
―
長
時
間
労
働
に
よ
る
影
響
を
論
議
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労
働
時
間
が
世
界
的
に
短
い
と
さ
れ
る
ド

イ
ツ
で
は
、
労
働
と
ス
ト
レ
ス
を
論
じ
る
際

に
も
、
労
働
時
間
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
労
働
組
合
に
近
い
ハ
ン
ス
・
ベ
ッ
ク

ラ
ー
財
団
が
専
門
家
に
委
託
し
た
「
労
働
時

間
の
増
加
と
健
康
を
損
な
う
こ
と
の
関
連
性

に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
長
時
間
労
働
が
と

く
に
心
理
・
神
経
系
の
障
害
の
原
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
と
し
、
週
三
九
〜
四
〇
時
間

の
水
準
を
境
に
「
被
害
リ
ス
ク
」
が
増
加
す

る
と
警
告
す
る
。
一
方
、
経
営
側
に
近
い
Ｉ

Ｗ
（
ケ
ル
ン
経
済
研
究
所
）
は
、
二
〇
〇
四

年
の
病
気
欠
勤
日
数
が
過
去
最
低
水
準
だ
っ

た
こ
と
を
報
告
し
、
疾
病
率
の
低
下
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
評
価
し
て
い
る
。 

　  

ハ
ン
ス
・
ベ
ッ
ク
ラ
ー
財
団
に
よ
る
と
、

労
働
協
約
上
の
〇
四
年
の
年
間
総
労
働
時
間

は
、
西
地
域
で
一
六
七
一
時
間
で
前
年
に
比

べ
一
七
時
間
の
増
加
、
東
地
域
で
一
七
〇
八

時
間
で
対
前
年
比
九
時
間
の
増
加
だ
っ
た
。

後
述
す
る
病
欠
日
数
の
低
下
傾
向
も
相
ま
っ

て
、
ド
イ
ツ
全
体
で
労
働
時
間
が
下
げ
止
ま

る
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
的

に
も
、
長
時
間
労
働
を
是
認
す
る
論
調
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｆ
・
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ

ー
氏
ら
に
よ
る
ハ
ン
ス
・
ベ
ッ
ク
ラ
ー
財
団

委
託
の
調
査
結
果
を
紹
介
し
た
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル

（
金
属
産
業
労
組
）
の
機
関
紙
（"G

ute Ar-
beit" 

八
月
九
日
付
）
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
（
キ
リ

ス
ト
教
民
主
同
盟
）
の
政
治
家
の
「
健
康
な

人
に
と
っ
て
は
労
働
時
間
が
週
三
八
時
間
で

あ
ろ
う
が
、
四
〇
時
間
、
四
二
時
間
で
あ
ろ

う
が
現
実
的
な
違
い
は
な
い
」
と
い
う
発
言

や
、
代
表
的
な
経
済
研
究
所
ｉ
ｆ
ｏ
の
Ｈ
・

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ジ
ン
所
長
が
「
長
時
間
労
働

は
人
を
生
産
的
に
し
、
そ
れ
に
よ
り
経
済
の

競
争
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
。
政
界
の
保
守
派
や
経
済
界

が
こ
の
よ
う
な
考
え
で
一
致
し
て
い
る
と
し
、

「
長
時
間
労
働
の
健
康
上
の
リ
ス
ク
を
無
視

し
た
り
、
議
論
し
な
い
で
済
ま
そ
う
と
い
う

姿
勢
も
共
通
し
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。 

　
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
氏
ら
の
研
究
は
、
欧
州

生
活
労
働
条
件
改
善
財
団
が
五
年
ご
と
に
実

施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
対
象
者
は
Ｅ
Ｕ

全
域
で
お
よ
そ
二
万
二
〇
〇
〇
人
）
を
用
い

て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
調
査
の
デ
ー
タ
を
再

検
証
し
て
い
る
（
次
の
調
査
は
〇
五
年
末
以

降
に
発
表
さ
れ
る
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
週

あ
た
り
、
あ
る
い
は
一
日
あ
た
り
の
長
時
間

労
働
は
健
康
障
害
と
の
間
に
明
ら
か
な
関
連

性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。 

　
と
く
に
週
四
〇
時
間
以
上
働
く
就
業
者
で

は
、
「
心
理
・
神
経
系
の
障
害
の
増
加
」
が

顕
著
で
あ
り
、
週
労
働
時
間
が
四
五
時
間
以

上
の
就
業
者
で
は
四
〇
％
近
く
が
こ
の
よ
う

な
病
気
を
経
験
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
週

労
働
時
間
一
九
時
間
以
下
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、

こ
の
割
合
は
一
六
％
に
と
ど
ま
る
。
さ
ら
に
、

労
働
時
間
と
内
容
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
「
他
律
的
に
決
め
ら
れ
る
労
働
時

間
制
」
の
も
と
で
働
く
ほ
う
が
リ
ス
ク
が
高

い
。
年
齢
別
で
は
、
と
く
に
四
〇
〜
五
四
歳

の
層
で
心
理
・
神
経
系
の
問
題
を
訴
え
て
い

る
。 

　
検
討
の
材
料
と
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
う
ち
、
ド
イ
ツ
人
就
業
者
の
傾
向
と
し
て
、

ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
氏
ら
は
、
ド
イ
ツ
の
事
実

上
の
週
労
働
時
間
が
四
〇
〜
四
二
時
間
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
と
く

に
高
い
負
荷
の
か
か
る
労
働
で
は
、
「
労
働

時
間
が
三
九
〜
四
〇
時
間
を
超
え
る
と
、
被

害
リ
ス
ク
が
急
激
に
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
こ
の
よ
う
な
調
査
が
示
す
傾
向
に

対
し
、
Ｉ
Ｗ
が
出
し
た
疾
病
統
計
に
関
す
る

報
告
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
が
使
用
し
た
連
邦
事

業
所
疾
病
組
合
（
Ｂ
Ｋ
Ｋ
）
の
疾
病
に
関
す

る
統
計
は
、
疾
病
に
よ
り
休
業
し
、
医
師
の

診
断
書
を
提
出
し
た
同
組
合
の
被
保
険
者
（
現

役
の
就
業
者
）
の
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
疾
病
率
を
年
間
の
病
欠
日

数
に
換
算
し
た
場
合
、
〇
四
年
の
被
保
険
者

の
病
欠
日
数
は
一
三
日
で
、
以
前
の
デ
ー
タ
、

〇
二
年
の
一
四
・
一
日
、
〇
三
年
の
一
三
・

五
日
と
比
べ
減
少
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年

に
は
、
旧
西
独
で
平
均
二
五
日
の
病
欠
日
数

 

４
． 

最
新
の
調
査
（
第
四
回
調
査
）
は
、
二
〇

〇
五
年
二
月
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
管
理
職
一
一
六

八
人
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
。
調
査

期
間
は
、
二
〇
〇
五
年
二
月
一
一
日
か
ら
一
七
日
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
管
理
職
の
六
八
％
が
「
仕
事
を
こ

な
す
の
に
充
分
な
時
間
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
」
と

感
じ
（
二
〇
〇
四
年:

六
一
％
）
、
ま
た
「
仕
事
と

家
庭
生
活
の
両
立
が
困
難
」
と
感
じ
て
い
る
管
理
職

は
五
八
％
（
二
〇
〇
四
年:
五
二
％
）
に
の
ぼ
る
。

管
理
職
の
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
は
増
大
傾
向
に
あ
る
と

い
え
る
。 

 

５
．
日
本
の
「
い
じ
め
」
に
近
い
概
念
と
し
て
、

し
ば
し
ば
「
精
神
的
嫌
が
ら
せ
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。 

 

６
． 

労
働
法
典
第
一
二
二-

四
九
条
は
、
「
い
か

な
る
労
働
者
も
、
そ
の
権
利
と
尊
厳
に
損
害
を
も
た

ら
し
、
そ
の
肉
体
的
又
は
精
神
的
健
康
を
失
わ
せ
、

ま
た
は
結
果
的
に
そ
う
し
た
悪
化
を
招
く
よ
う
な
モ

ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
繰
り
返
し
う
け
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
。
こ
う
し
た
行
為
を

「
受
け
た
り
、
受
け
る
こ
と
を
拒
否
し
た
理
由
と
し

て
、
ま
た
は
そ
れ
に
つ
い
て
証
言
・
口
外
し
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
制
裁
を
受
け
た
り
、
解
雇
さ
れ
た

り
、
報
酬
、
訓
練
、
再
就
職
斡
旋
、
配
置
、
資
格
、

等
級
分
類
、
昇
進
、
配
置
転
換
、
契
約
の
更
新
な
ど

に
お
い
て
、
直
接
又
は
間
接
に
差
別
的
な
措
置
を
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
た
。 

 

【
参
考
文
献
】 

 

マ
リ
ー
＝
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ル
ゴ
イ
エ
ン
ヌ
著
　
高

野
優[

訳]

（
一
九
九
九
年
）、
『
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
』
紀
伊
国
屋
書
店（
二
〇
〇
三
年
）、
『
モ
ラ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
人
も
会
社
も
ダ
メ
に
す
る
』
紀
伊

国
屋
書
店 

（
国
際
研
究
部
　
町
田
敦
子
） 
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一
年
の
労
働
損
失
日
数
は
一
三
〇
〇
万
日
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を
数
え
て
い
た
。
病
欠
を
全
く
申
請
し
て
い

な
い
被
保
険
者
も
、
〇
四
年
に
は
四
四
％
に

達
し
、
〇
〇
年
時
の
四
〇
％
よ
り
増
加
し
て

い
る
。
病
欠
日
数
の
減
少
は
、
全
体
と
し
て

の
労
働
時
間
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

健
康
リ
ス
ク
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
現
象
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、

Ｉ
Ｗ
は
就
業
者
の
階
層
が
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。
九
九
年
に
、
四
週
間
以

上
の
長
期
の
病
気
欠
勤
を
し
た
就
業
者
は
七
・

九
％
だ
っ
た
が
、
〇
三
年
に
は
六
・
八
％
に

低
下
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｗ
は
こ
の
要
因
と
し
て

「
中
高
年
就
業
者
の
引
退
が
疾
病
率
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
、

「
こ
の
仮
説
の
正
し
い
こ
と
は
国
際
比
較
で

ド
イ
ツ
の
中
高
年
の
就
業
率
が
低
い
こ
と
か

ら
し
て
も
容
易
に
推
測
で
き
る
」
と
説
明
し

て
い
る
。
病
気
に
か
か
り
や
す
い
中
高
年
の

比
率
が
減
少
し
、
若
年
就
業
者
は
健
康
リ
ス

ク
が
少
な
い
と
い
う
見
方
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
長
時
間
労
働
の
必
要
性
が

論
議
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
で
は
、
労
働
側
陣

営
か
ら
長
時
間
労
働
の
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ

る
一
方
、
経
営
側
陣
営
か
ら
は
、
就
業
者
の

健
康
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
見
解
が
出
て
い
る
。

欧
州
生
活
労
働
条
件
改
善
財
団
の
次
の
調
査

（
〇
五
年
）
結
果
の
公
表
な
ど
で
、
さ
ら
に

実
態
の
解
明
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
研
究
員
・
吉
田
和
央
） 

　
英
国
安
全
衛
生
庁
（
Ｈ
Ｓ
Ｅ
）
は
職
業
性

ス
ト
レ
ス
を
「
過
度
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
あ
る

い
は
本
人
の
能
力
を
超
え
た
要
求
に
対
す
る

有
害
反
応
」
と
定
義
し
、
企
業
は
適
切
な
ス

ト
レ
ス
・
リ
ス
ク
管
理
策
を
取
る
べ
き
だ
と

し
て
い
る
。
し
か
し
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に

導
入
さ
れ
た
「
職
業
性
ス
ト
レ
ス
の
レ
ベ
ル

を
測
定
す
る
た
め
の
管
理
標
準
」
に
は
法
的

拘
束
力
が
な
く
、
産
業
医
の
設
置
も
任
意
で

あ
る
な
ど
、
労
働
者
の
職
業
性
ス
ト
レ
ス
管

理
は
個
々
の
使
用
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の

が
現
状
だ（
１
）。 

 

Ｈ
Ｓ
Ｅ
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
職
業
性
ス
ト

レ
ス
等
の
精
神
疾
病
に
よ
る
一
年
当
た
り
の

損
失
日
数
は
約
一
三
〇
〇
万
日
、
社
会
的
コ

ス
ト
は
三
七
億
ポ
ン
ド
に
も
の
ぼ
る
と
見
ら

れ
て
い
る（
２
）。
ま
た
精
神
疾
病
の
悪
化
は

失
業
に
つ
な
が
り
や
す
い
た
め
、
働
い
て
い

た
人
が
疾
病
・
障
害
の
た
め
に
働
け
な
く
な

っ
た
際
に
給
付
さ
れ
る
拠
出
制
の
手
当
で
あ

る
就
労
不
能
給
付
の
受
給
者
数
が
増
加
し
て

い
る
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
使
用
者
が
労
働
者

の
ス
ト
レ
ス
と
心
の
病
の
原
因
に
取
り
組
む

措
置
を
十
分
に
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

メ
ン
タ
ル
・ヘ
ル
ス
の
リ
ス
ク
が
高
い 

　
職
業
は
保
安
、医
療
、教
育 

 

精
神
疾
病
を
悪
化
さ
せ
る
因
子
に
は
、
単

純
作
業
に
よ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
人
間
関
係

の
ト
ラ
ブ
ル
、
ト
ラ
ウ
マ
を
伴
う
出
来
事
、

い
じ
め
や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
が
あ
る
。
職
業
と
の
関
連
を
見
る
と
兵
士

や
開
業
医
な
ど
保
安
、
医
療
、
教
育
関
連
の

職
業
で
精
神
疾
病
の
発
症
率
が
極
め
て
高
い

（
図
１
）。
こ
れ
ら
の
職
業
は
職
場
で
の
暴
力

を
受
け
る
リ
ス
ク
も
高
い
こ
と
か
ら（
図
２
）、

フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ヘ
ル
ス
面
で
の
リ
ス
ク
も
高

く
、
安
全
衛
生
上
の
課
題
が
多
い
職
業
と
い

え
る
。 

  

【
参
考
文
献
】 

 

英
国
安
全
評
議
会
（B

ritish Safety C
ouncil

）

発
行
「SA

FE
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N
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」2004
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〔
注
〕 

 

１
．
わ
が
国
で
は
、
五
〇
人
以
上
の
企
業
は
非
常

勤
の
産
業
医
を
選
任
す
る
こ
と
が
労
働
安
全
衛
生
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る 

　
（
国
際
研
究
部
　
淀
川
京
子
） 


